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に３９７名の方たちを、ザリガニ釣り
に１５０名の皆さんをご案内しまし
た！尾形さん、斎藤さん、佐藤さん、
堀さん、皆川さん、山本さん、

お疲れ様でした！

「ねむの木から１ｍ５０ｃｍ！」
その一言を手がかりに掘り上げたタイムカプセルが開けられ、
５月２４日の総会の後、あの時を共にした方たちに、自らしたた
めた手紙が渡りました。

カキツバタ



第３代ねっとわーく福島潟
会長小山芳寛氏が、今を生

きる我々ねっとわーく福島潟
会員に向けて１４年前に、手
紙をしたためてくださっていま
した。
その手紙を、尾形光弘 第

６代理事長が代読しました。
「目的意識を共有し、一緒に
福島潟とその周辺の環境整
備、保全、発展の為に尽力し
て参りました。」という言葉を
聞いて、「私たちも同じ気持ち
で、頑張っていますよ。」とつ
ぶやいたのではないでしょう
か。

「１０年後は、サワオグルマやカキツバタもたくさん咲いて、たくさ
んの市民が潟を訪れているでしょう…」
「おっ！そうなってるじゃん！」

「１０年後は、息子が結婚して、孫も生まれて…。」「はい、孫たちと
キャンプに来ることができました。」

「１０年後も、福島潟の絶滅危惧種を絶やさず守り続けているで
しょう。しかし、一番の絶滅危惧種は、こうして何の代償もないに
もかかわらず、使命感を持って潟を守ろうとしている人びとかもし
れません。」「・・・」

総会の後、掘り出したカプセルから手
紙を取り出すシーンを再現！カプセル
の蓋は接着材で厳重にパッキングされ
ていましたので、中のビニール袋は新
品同様でした。そして、参会者一人一
人が自分の手紙を読み、笑顔あり、じ
んわりとこみ上げるものもありの感動的
な時間を過ごすことができました。


